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改
正
労
働
基
準
法
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
本
年
四
月
か
ら
建
設
業
に
適
用
さ
れ
、
各
社
と
も

i-C
onstruction

、
I
C
T
ツ
ー
ル
の
開
発
、
D
X
の
推
進

な
ど
の
生
産
性
向
上
対
策
に
鋭
意
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
一
方
、
発
注
形
態
等
の
変
化
等
に
伴
う
業
務
量
の
増
加
に

加
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
S
D
G
s
、
多
様
性
な
ど
に
関
す
る
学
習

等
、
新
た
な
業
務
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
生
産
性
向
上
対

策
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
時
短
分
は
業
務
全
体
の
点
検
・
見
直

し
を
行
い
、
必
要
性
が
低
い
業
務
の
削
減
・
縮
減
も
同
時
に

進
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
若
手
教
育
は
業
務
全
体
の
中
で
必
要
性
が
最
も
高

い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
時
短
の
観
点
か
ら
見
直
し
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
若
手
の
技
術
力
向
上
の

観
点
か
ら
「
現
場
を
見
る
・
実
地
で
経
験
す
る
」
と
い
う
実

践
的
な
学
習
に
つ
い
て
は
、
削
減
す
る
の
で
は
な
く
逆
に
増

や
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
故
な
ら
、
こ
の
学
習

方
法
は
座
学
に
比
べ
五
感
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
情
報
量
が

膨
大
で
あ
り
、タ
イ
ム
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
極
め
て
高
く
、

い
わ
ゆ
る
技
術
者
の
直
感
を
養
う
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
若
手
教
育
で
気
に
な
る
点
と
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン
と

若
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
要
因
と
な
り
う
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
で
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
一
九
八
〇

年
代
の
「
セ
ク
ハ
ラ
」
を
起
源
と
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

「
パ
ワ
ハ
ラ
」、
そ
の
後
、
徐
々
に
数
を
増
や
し
令
和
の
現
在

一
五
に
も
上
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
動
や
行
為
へ
の
厳
し
さ
」
自
体
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
増
加
し
、
か
え
っ
て
生

き
に
く
い
社
会
を
お
互
い
に
形
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
の
良
好
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
適
正
な
教
育
・
指
導
が
行
え
る

よ
う
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　 

（
祭
）

若
手
教
育

「座談会 平成30年災から５年を経て」を
拝読、首肯

　広島県出身のため、あの豪雨災は記憶
に刻まれている。当時、静岡県からも復
旧応援で呉市に職員を派遣した。
　座談会後半で「災害復旧とは効用の回
復である」「再度災害を防止する」とい
う言葉が出てくるが、このような考え方
を是非浸透させるべきだと考える。
　また、「リダンダンシー」や「被災時
のダメージや復旧期間も含めた検討によ
り最小限の機能保持ができる」設計の考
え方も、頻発化する激甚災害への備えと
して重要かつ有効なものだと思われる。
　このような考え方が明文化され、新た
な技術やリスク管理手法に繋がることを
期待する。
 静岡県　50代男性　地方公務員

ドボジョの先駆者として
更なる活躍に期待

　『ドボジョ』とは、最近では女性土木
技術者の活躍が多くなり、聞きなれた言
葉となりましたが、一昔前までは『ハテ
と？』土木の世界は男性社会であり、『ド
ボジョ』という言葉は馴染みがありませ
んでした。その中で工事現場と家庭の両
立を図るのは大変なご苦労があったこと
と思います。これから、土木業界も女性
の進出により職場の多様性が進み、現場
環境や安全管理の向上に大いに貢献出来
るものと思われます。
　こうした状況を女性の視点から、ドボ
ジョとしての経験を、男女問わずこれか
ら担う若手技術者の育成に役立てて頂け
ればと思います。
 宮城県　70代男性　会社員

蘇る大地の記事を拝見いたしました。

　昨年末、紅まどんなを初めて食し大感

激しました。最高の果実です。佐古ダム
が道後平野を潤してこの美味しい果実が
生産されていることがわかりました。さ
まざまな研究、努力により消費者に美味
しいものが届けられる。紅まどんなはま
だ生産量が少ないのか遠方のスーパー等
では手に入りません。たくさんの方に届
くようになってほしいです。ドボジョ今
昔物語も毎回大変興味深く読んでおりま
す。
 静岡県　女性　地方公務員

100年後を想う

　私は、加藤章さんの「虹の用水の思い
を継いで」を拝見し、土地改良事業の魅
力をさらに、そして強く意識することと
なりました。
　土地改良事業の影響は対象農家はもち
ろんのこと、その地域全体の活性化へ繋
がること、さらに言えば地域の100年後
の未来を背負っていることに壮大さを感
じました。また、土地改良事業は人の暮
らしの基盤を造るのだと実感し、土地改
良に関わる仕事をする者として事業に対
する意欲がより一層高まりました。
　自分が関わる地区の100年後を想い、
今後とも業務に向き合っていきたい思い
ます。
 静岡県　20代男性　団体職員

自分の大学時代とこれからを考える

　大学生の技術研究所見学会が開催され
た記事を読ませていただきました。自分
の大学時代を顧みると紛れもなく意識の
低い学生でしたが、いざ職業として農業
農村工学と向き合うと、この分野の奥深
さや面白さに改めて気づかされることが
あります。
　新・担い手3法が改正され、自分を含
む若手の技術力向上、生産性向上が、今
後より一層求められていく時代になって
いく中で、本誌では今後も新技術や企業
の新たな取組を取り上げていただけると
嬉しく思います。
 栃木県　20代男性　団体職員
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